


新型コロナ感染症
「学習の遅れ」対策は

オンライン授業など
ＩＣＴの活用は

「
学
習
の
遅
れ
」
対
策
は
。

教
育
長　

慎
重
に
配
慮
し
て
進
め
た
い
。

「
２
倍
速
・
３
倍
速
」
は
避
け
る
。
夏
休

み
は
８
月
１
日
か
ら

１８
日
に
短
縮
、
加

え
て
行
事
短
縮
に
よ
っ
て
授
業
日
数
は

確
保
で
き
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
。

デ
ー
タ
で
は
町
内
男
性
の
平
成
27

年
の
生
涯（
５０
歳
）未
婚
率
は
２６
．５
％
、

平
成
１２
年
の
２．５
倍
、
県
平
均
１．９
倍
に
比

べ
て
異
常
、
こ
の
流
れ
で
は
今
年
度
は

３
割
超
が
予
測
さ
れ
る
が
。

町
長　

重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る

が
、
原
因
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。

原
因
の
一
つ
と
し
て
青
年
層
の
貧

困
化
、
非
正
規
労
働
者
の
増
大
が
考
え

ら
れ
る
が
。

１
人
当
た
り
国
保
料
は
昨
年
と
比

べ
据
え
置
き
と
し
て
い
る
が
、
資
産
割

を
下
げ
た
分
所
得
割
を
上
げ
て
い
る
。

資
産
の
な
い
方
に
は
大
幅
な
引
き
上
げ

に
な
る
が
。

町
長　

運
営
協
議
会
の
答
申
を
尊
重
し

た
。

常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
環
境
を

整
え
、
有
効
活
用
が
不
可
欠
だ
。
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
寄
り

添
っ
た
支
援
に
も
欠
か
せ
な
い
。

小
中
学
校
へ
の
導
入
は
必
要
か
。

教
育
長　

今
な
ら
ば
選
択
肢
と
し
て
大

い
に
あ
り
得
る
。
豊
か
な
学
校
生
活
を

保
障
し
て
あ
げ
た
い
。
先
送
り
す
る
な

ら
ば
、
９
月
入
学
に
賛
同
す
る
理
由
は

な
い
。
季
節
感
、
自
然
の
移
り
変
わ
り

の
中
で
育
つ
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
都
会

よ
り
も
子
供
た
ち
の
影
響
は
大
き
い
。

入
込
客
の
現
状
と
見
通
し
は
。

町
長　

昨
年
度
は
黒
字
を
維
持
で
き

た
。
今
期
は
緊
急
事
態
宣
言
も
あ
り
、

４
、５
月
は
有
料
の
来
客
は
ゼ
ロ
。
売

上
も
ゼ
ロ
。
６
月
も
客
足
が
期
待
で
き

な
い
状
況
だ
。

指
定
管
理
施
設
の
状
況
は
。

町
長　

川
崎
市
、
多
摩
市
、
戸
田
市
の

施
設
は
需
要
が
全
く
な
い
。
夏
の
自
然

教
室
で
は
、
全
小
学
校
の
利
用
が
中
止

の
施
設
も
あ
る
。
パ
ノ
ラ
マ
の
ゴ
ン
ド

ラ
利
用
に
も
影
響
が
出
て
く
る
。

雇
用
は
守
れ
る
か
。

町
長　

従
業
員
の
雇
用
は
何
と
し
て
も

守
り
た
い
。

町
長　

家
庭
を
維
持
で
き
る
だ
け
の
経

済
力
が
あ
れ
ば
結
婚
す
る
若
者
が
少
な

く
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
町
内

の
非
正
規
労
働
者
の
推
移
に
つ
い
て
の

デ
ー
タ
は
な
い
。

名取 武一　議員川合 弘人　議員

［ 答弁 ］

夏休み短縮、行事短縮で対応可

［ 答弁 ］

環境を整え、有効活用が不可欠

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
ど
う
推
進
す

る
か
。

国
保
料
に
つ
い
て

パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
の
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
。

「
９
月
入
学
」
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
内
男
性
の
生
涯
未
婚
率
に
つ
い
て

こ
の
間
小
・
中
学
校
で
取
り
組
ん

だ
経
過
と
課
題
は

教
育
長　

大
切
に
し
て
い
た
こ
と
は
三

つ
、
①
児
童
生
徒
や
家
庭
と
の
関
係
を

断
ち
切
ら
な
い
、
②face to face

で
学

び
を
止
め
な
い
、
③
心
と
体
の
ケ
ア
を

お
ろ
そ
か
に
し
な
い
。

休
校
中
少
な
く
と
も
一
週
間
に
一
回
は

面
談
な
ど
で
健
康
状
態
確
認
、
課
題
に

即
し
た
学
習
指
導
を
進
め
た
。
４・
５

月
は
分
散
登
校
、
給
食
な
し
の
半
日
登

校
、
給
食
あ
り
終
日
日
課
な
ど
工
夫
し

た
。
一
人
当
り
登
校
総
日
数
は

１２
～
14

日
、
近
隣
市
町
村
に
比
べ
多
い
。
５
月

全
体
の
出
席
率
は

９４
．
６
％
で
、
欠
席

者
に
は
そ
の
日
の
う
ち
に
家
庭
訪
問
な

ど
連
絡
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
長
期
の
臨
時

休
校
が
続
い
た
中
で
、
町
内
小
中
学
校

の
状
況
は
。

教
育
長　

富
士
見
町
で
は
ま
だ
行
わ
れ

て
い
な
い
。
中
学
校
で
は
試
行
的
に

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
休

校
中
の
学
習
管
理
を
試
み
た
。

機
器
の
整
備
状
況
と
今
後
の
計
画

は
。

教
育
長　

今
年
度
中
に
、
全
教
室
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
し
、
児
童

生
徒
に
１
人
１
台
の
端
末
を
整
備
す
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る

か
。

教
育
長　

社
会
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
資
質
、

能
力
を
育
む
た
め
に
は
、
学
校
で
も
日

子どもたちにも浸透し始めたオンライン学習



新型コロナウイルス
感染症対策は十分か

新型コロナによる
切り花の価格下落対応は

止
に
努
め
、
避
難
所
内
の
特
段
の
配
慮

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
分
散
避
難
に

つ
い
て
も
、
安
全
施
設
や
自
家
用
車
や

テ
ン
ト
等
を
利
用
す
る
方
や
、
自
宅
や

親
戚
へ
の
避
難
を
考
え
、
二
次
避
難
所

で
あ
る
小
中
学
校
等
の
体
育
館
以
外
に

も
、
グ
ラ
ン
ド
等
を
含
め
て
の
避
難
計

画
を
自
主
防
災
と
共
に
考
え
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
連
絡
手
段
の
確
保
や
必
要

な
資
材
備
蓄
も
支
援
し
て
い
く
。

町
長
　
経
営
の
改
善
を
図
り
営
農
を
発

展
さ
せ
る
認
定
農
業
者
に
限
定
し
た

い
。
兼
業
農
家
に
は
中
山
間
地
の
事
業

で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
農
地
確
保
の
方
向
は

産
業
課
長
　
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
現

状
で
は
農
地
を
購
入
し
て
は
採
算
が
取

れ
な
い
事
も
あ
り
、
当
面
は
借
り
上
げ

で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
は

国
の
農
地
制
度
の
動
向
を
見
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

I
C
T
の
活
用
に
対
す
る
考
え
は

産
業
課
長
　
酪
農
で
は
自
動
搾
乳
や
分

娩
監
視
装
置
等
、J
A
主
体
で
動
い
て
お

り
、
他
の
分
野
は
今
後
の
検
討
課
題
で

あ
る
。

学
校
、
保
育
園
等
の
整
備
状
況
は
。

教
育
長
　
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
て

対
応
し
て
い
る
。
生
活
に
可
能
な
距
離

と
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
を
指
導

し
て
、
各
家
庭
に
も
周
知
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
も
、
窓
を
開

け
、
隣
同
士
に
な
ら
な
い
よ
う
に
運
転

手
に
よ
る
声
が
け
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
各
種
産
業
支
援
策
は
。

P
C
R
検
査
体
制
の
強
化
を
強
く
県

に
要
望
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長
　
国
に
連
動
し
て
追
加
支
援
を
考

え
て
い
く
。
県
に
は
早
期
設
置
を
要
望

し
て
い
く
。

•	

町
道
と
県
道
の
管
理
に
つ
い
て

•	

観
光
産
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

三井 新成　議員名取 久仁春　議員

［ 答弁 ］

新しい生活様式を取り入れる準備をする

［ 答弁 ］

県、JAに現行価格補填の上乗せ
要望を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
準
備
状
況
は
。

町
農
業
基
本
構
想
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

町
内
公
共
施
設
に
お
い
て
、
新
し

い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
る
準
備
を
す

る
う
え
で
、
課
題
を
残
し
て
い
る
施
設

は
あ
る
か
。

町
長
　
感
染
症
対
策
と
し
て
、
施
設
改

築
等
は
せ
ず
に
使
用
方
法
を
検
討
、
工

夫
し
飛
沫
感
染
し
な
い
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
き
た
。
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル

等
の
防
護
資
材
も
準
備
し
て
い
る
。

各
区
役
所
等
の
整
備
状
態
は
。
専

門
家
の
指
導
は
。
災
害
対
策
を
同
時
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
町
に
準
じ
た
内
容
で
、
各
区
で

そ
れ
ぞ
れ
に
準
備
を
し
て
い
る
。
行
事

等
は
各
集
落
で
の
対
応
を
主
体
的
に
考

え
て
い
た
だ
く
。
避
難
所
と
し
て
の
対

応
は
課
題
が
多
い
が
、
ま
ず
は
感
染
防

農
家
の
定
義
は

町
長
　
２
０
１
７
年
の
農
林
業
セ
ン
サ

ス
で
販
売
農
家
が
５
９
８
戸
、
自
給
的

農
家
が
４
７
２
戸
で
、
農
家
の
定
義
と

し
て
は
経
営
耕
地
面
積
が
、
10
a
以
上

又
は
農
産
物
販
売
が
15
万
円
以
上
で
、

販
売
と
自
給
は
経
営
耕
地
面
積
30
a
又

は
販
売
が
50
万
円
で
別
れ
る
。

認
定
農
家
の
件
数
は

町
長
　
現
在
１
５
３
件
で
あ
る
。

定
年
帰
農
支
援
の
対
象
者
は

産
業
課
長
　
定
年
後
１
年
以
内
に
就
農

し
、
認
定
農
業
者
の
認
定
を
受
け
た
方

が
対
象現

在
の
農
家
の
担
い
手
は
兼
業
農

家
が
多
く
、
認
定
農
家
以
外
に
も
支
援

す
る
事
は
出
来
な
い
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
切

り
花
の
価
格
下
落
対
応
の
具
体
策
は

町
長
　
農
業
も
持
続
化
給
付
金
の
対
象

と
な
る
の
で
、
J
A
に
窓
口
設
置
の
支

援
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

野
菜
と
比
較
し
て
価
格
補
填
率
が
低
い

資
金
に
つ
い
て
県
・
J
A
に
現
行
価
格

補
填
資
金
の
上
乗
せ
支
援
を
要
望
し
て

い
る
。本

来
の
価
格
の
定
義
は

産
業
課
長
　
せ
り
売
り
を
基
本
に
平
均

価
格
で
評
価
す
る
。



語学教育の充実よりも
美しい日本語を

リニア新幹線開通に
どう準備するのか

町
長　

有
意
義
な
提
案
を
沢
山
い
た
だ

い
た
。
今
、
環
境
調
査
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
後
に
提
案
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
状
況
が
発
生
し
て
い

る
。
上
下
水
道
料
金
の
減
免
措
置
は
。

町
長　

困
難
な
家
庭
へ
の
対
応
は
常
に

打
っ
て
い
る
。
支
払
い
状
況
等
を
慎
重

に
勘
案
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

先
ず
町
内
の
文
化
財
の
把
握
状
況

は
。
そ
し
て
、
再
調
査
に
よ
る
掘
り
起

こ
し
を
行
い
、保
護
活
用
の
プ
ラ
ン
は
。

連
携
と
補
完
を
目
指
す
研
究
が
圏
域
で

必
要
だ
が
、
地
域
内
で
の
盛
り
上
が
り

は
薄
い
と
感
じ
る
。

リ
ニ
ア
開
通
後
は
、「
あ
ず
さ
」

を
含
む
在
来
線
の
整
理
縮
小
が
予
想
さ

れ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

J
R
東
日
本
の
高
速
化
の
動
き

も
活
発
で
あ
り
、
路
線
が
直
ぐ
縮
小
に

な
る
と
は
思
っ
て
は
い
な
い
。

県
境
の
地
の
利
を
生
か
し
、
中
央

高
速
道
を
使
っ
た
『
富
士
見
町
発
』
⇄

『
山
梨
リ
ニ
ア
新
駅
着
』
ま
で
の
、
直

通
バ
ス
移
動
を
活
発
化
さ
せ
る
価
値
を

ど
う
見
る
か
。

町
長　

価
値
は
感
じ
る
が
富
士
見
町
単

独
で
の
新
し
い
構
想
は
考
え
ら
れ
な
い
。

駅
北
側
、
北
通
り
線
沿
線
の
商
業

環
境
を
ど
う
予
測
し
て
い
る
か
。

建
設
課
長　

用
途
地
域
の
中
で
一
定
の

制
約
は
あ
る
が
、
商
業
施
設
の
設
置
も

可
能
で
あ
り
状
況
に
よ
り
商
業
環
境
整

備
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

商
業
環
境
調
査
と
都
市
計
画
、
立

地
適
正
化
計
画
を
一
体
感
を
持
っ
た
も

の
と
し
て
進
め
る
た
め
に
は
。

副
町
長　

中
長
期
の
土
地
活
用
計
画
と
、

短
期
か
ら
中
期
の
現
実
に
則
し
た
商
業

調
査
計
画
と
は
繋
が
り
は
あ
る
が
、
意

味
あ
い
が
分
け
ら
れ
る
の
で
、
最
初
か

ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
ま
と
め
る
の
は
難
し

い
。

教
育
長　

国・県・町
指
定
の
文
化
財
は
、

現
在
86
件
。
大
切
な
財
産
を
後
世
に
残

し
て
い
き
た
い
。

島 正孝　議員牛山 基樹　議員

［ 答弁 ］

早期英語教育に力を入れている

［ 答弁 ］

県、諏訪圏域、定住自立圏の中で
検討する

休
校
中
の
読
書
指
導
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

上
下
水
道
料
金
の
減
免
に
つ
い
て

後
世
に
残
し
て
お
き
た
い
町
内
の

文
化
財
の
再
調
査
を

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
立

地
適
正
化
計
画
に
お
け
る
「
都
市

ゾ
ー
ン
」
の
考
え
方
は

も
う
一
度
富
士
見
駅
前
商
店
街
の

活
性
化
を

２
０
２
７
年 

品
川
～
名
古
屋
間

開
通
に
む
け
て
の
準
備
は
急
務
で

あ
る
が
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
不
測
の
事

態
は
、
学
校
教
育
の
現
場
で
も
大
変
ご

苦
労
が
あ
っ
た
か
と
思
う
。
で
も
ピ
ン

チ
は
チ
ャ
ン
ス
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ

そ
じ
っ
く
り
と
読
書
指
導
が
で
き
る
の

で
は
。

町
長　

読
書
に
特
化
し
て
の
取
り
組
み

は
中
々
難
し
い
。
し
か
し
生
活
の
日
課

の
中
、
登
校
時
に
も
可
能
な
限
り
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
新
刊
の
紹
介
を

し
て
い
る
。

町
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
分
析
は
。

町
長　

町
の
分
析
は
ま
だ
出
来
て
い
な

い
。

開
通
に
備
え
る
構
想
は
あ
る
か
。

町
長　

県
の
示
す
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構

想
に
沿
う
形
で
検
討
し
て
い
く
が
、
県

境
の
立
地
を
活
か
す
庁
内
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
。

町
単
独
で
の
構
想
は
限
界
が
あ
る
の

で
、
県
、
諏
訪
圏
域
、
定
住
自
立
圏
の

中
で
検
討
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

人
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、
地
域
内
の
公
共
交
通
を
ど

う
充
実
さ
せ
る
か
。

町
長　

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
つ

な
げ
る
、
高
速
バ
ス
路
線
開
設
、
な
ど

世
界
に
誇
れ
る
富
士
見
駅
前
商
店

街
の
活
性
化
に
向
け
て
の
長
期
プ
ラ
ン

の
作
成
を
考
え
る
つ
も
り
は
。

富
士
見
町
内
の
小
学
校
で
1
年

生
か
ら
英
語
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
（
実
証
的
な
根

拠
）は
。母
国
語
の
十
分
な
素
養
が
あ
っ

て
こ
そ
有
効
な
外
国
語
の
遣
い
手
と
な

れ
る
の
で
は
。

教
育
長　

異
文
化
理
解
と
い
う
立
場
か

ら
も
、
こ
れ
か
ら
も
国
語
と
同
時
に
英

語
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今
、
英
語
教
育
よ
り
も
、
も
っ
と

日
本
語
教
育
を

土地利用ゾーイング



新型コロナから見えて
きた町の課題について

中小の河川整備を
もっと進めるべきでは

勢
の
子
ど
も
達
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

耐
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
行
う
た

め
に
は
、
全
町
の
基
盤
整
備
を
進
め
、

そ
の
中
に
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

も
取
り
込
ん
だ
方
が
い
い
と
思
わ
れ
る

が
考
え
は
。

町
長
　
全
町
情
報
基
盤
整
備
に
よ
る
受

益
者
負
担
及
び
そ
の
後
の
維
持
費
を
考

え
る
と
町
と
し
て
は
厳
し
い
。

教
育
長
　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

へ
の
取
り
組
み
は
国
・
県
か
ら
も
早
急

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
こ

ど
も
課
で
今
年
度
構
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
着
手
し
、
ま
た
一
人
一
台
端
末

整
備
に
つ
い
て
も
早
期
実
現
の
た
め
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
家
庭
の
ネ
ッ
ト

状
況
調
査
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
把

握
に
努
め
て
い
る
。

業
水
路
は
受
益
者
と
な
る
地
元
集
落
の

管
理
組
合
が
管
理
し
て
い
る
。
雨
水
排

水
路
は
土
地
公
図
上
に
無
数
に
あ
り
把

握
し
き
れ
な
い
。
生
活
上
支
障
と
な
る

場
合
は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
知
ら
せ
て

頂
き
随
時
対
応
し
て
い
る
。

乙
貝
川
の
富
士
見
区
か
ら
瀬
沢
の

間
が
荒
れ
た
個
所
が
目
立
つ
が
把
握
し

て
い
る
か
。

町
長
　
こ
の
間
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な

い
状
況
は
承
知
し
て
い
る
。
引
き
続
き

県
に
要
望
す
る
。

富
士
見
中
学
校
の
体
育
館
北
側
を

流
れ
る
川
の
護
岸
の
浸
食
が
進
み
危
険

で
あ
る
が
把
握
出
来
て
い
る
か
。

町
長
　
こ
の
場
所
に
つ
い
て
は
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
。
現
地
を
見
て
対
応
し

た
い
。
町
全
体
の
河
川
整
備
は
な
か
な

か
進
ん
で
い
な
い
。
過
去
に
昭
和
34
年

の
伊
勢
湾
台
風
や
そ
の
後
の
台
風
災
害

で
人
家
に
被
害
が
出
た
と
き
に
大
き
な

河
川
を
改
修
し
た
が
、
予
算
の
無
い
中

で
有
利
な
起
債
を
借
り
て
河
川
整
備
を

し
た
い
気
持
ち
は
あ
る
事
を
理
解
頂
き

た
い
。

町
の
中
小
河
川
の
管
理
は
ど
の
様

に
し
て
い
る
か
。

建
設
課
長
　
準
用
河
川
や
普
通
河
川
は

梅
雨
に
入
る
前
に
危
険
個
所
の
一
斉
パ

ト
ロ
ー
ル
や
、
台
風
や
大
雨
の
後
は
次

の
日
や
大
水
の
出
て
い
る
最
中
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
警
戒
し
て
い
る
。

災
害
時
は
町
内
４
ヶ
所
に
水
位
計
が
国

県
で
設
置
し
て
あ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
監
視
し
て
い
る
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
い

て
は
、
回
線
の
ス
ピ
ー
ド
、
安
定
の
問

題
、
機
器
選
定
の
問
題
等
、
専
門
的
な

知
識
を
必
要
と
す
る
課
題
が
多
く
あ

り
、
い
ず
れ
も
早
期
検
討
が
必
要
。
そ

の
た
め
今
年
度
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ

る
「
富
士
見
町
情
報
化
検
討
会
」
を
早

急
に
立
ち
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

町
長
　
大
き
な
課
題
で
あ
る
の
で
検
討

会
に
つ
い
て
は
早
期
に
立
ち
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

小倉 裕子　議員織田 昭雄　議員

［ 答弁 ］

情報弱者、困窮者の把握が課題

［ 答弁 ］

予算が少ないが、整備したい
気持ちはある。

町
の
河
川
管
理
に
つ
い
て
。

緊
急
小
口
資
金
貸
付
に
つ
い
て
、

申
請
状
況
と
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る

課
題
と
施
策
は
。

町
長
　
8
日
ま
で
に
相
談
の
べ
28
件
、

う
ち
申
請
21
件
。
情
報
弱
者
、
償
還
金

返
済
の
難
し
さ
で
躊
躇
す
る
人
へ
の
情

報
提
供
が
課
題
。
生
活
弱
者
が
同
時
に

情
報
弱
者
で
あ
る
と
い
う
現
状
に
対
す

る
対
策
を
講
じ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。雇

用
調
整
助
成
金
の
申
請
状
況

は
。
非
正
規
雇
用
者
の
状
況
把
握
は
。

課
題
に
対
し
て
の
対
応
は
。

町
長
　
把
握
が
難
し
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
様
々
な
機
関
を
通
じ
て
情
報
把
握

に
努
め
た
い
。

児
童
・
生
徒
へ
の
学
習
の
機
会

確
保
の
た
め
、
文
部
科
学
省
か
ら

G
I
G
A
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構
想
の

前
倒
し
整
備
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
大

町
内
の
一
級
河
川
の
管
理
の
主
体

と
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
ど
の
様
に
し
て

い
る
か
。

町
長
　
町
内
に
は
釜
無
川
、
立
場
川
、

宮
川
な
ど
７
つ
あ
り
長
野
県
が
管
理
者

で
あ
る
。
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
諏
訪
建

設
事
務
所
内
に
河
川
巡
視
員
が
在
籍
し

て
諏
訪
管
内
45
河
川
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す

る
。町

内
に
登
録
さ
れ
た
河
川
は
幾
つ

あ
る
の
か
、
ま
た
、
小
さ
な
川
の
把
握

は
。

町
長
　
準
用
河
川
が
６
つ
、
普
通
河
川

が
５５
ヶ
所
あ
る
。町
が
管
理
す
る
の
は
、

準
用
河
川
と
普
通
河
川
の
61
ヶ
所
で
そ

の
他
小
さ
な
川
は
農
業
用
水
路
、
一
般

の
雨
水
排
水
な
ど
の
水
路
が
あ
る
。
農

 



多様化する経済社会
パノラマはどうなる

る
一
般
社
団
法
人
で
あ
る
し
、
利
益
第

一
主
義
で
行
っ
て
い
る
。

理
事
会
に
つ
い
て
。

町
長
　
理
事
会
の
議
事
録
は
閲
覧
で
き

る
。
ま
た
、
傍
聴
に
つ
い
て
も
聴
く
こ

と
は
で
き
る
。
一
般
社
団
法
人
に
は
、

公
告
、
情
報
の
開
示
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
議
会
、
住
民
に
つ
い
て
も
経
営
説

明
を
行
っ
て
い
る
。

パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
全
体
が
「
親

方
日
の
丸
意
識
」を
持
っ
て
い
な
い
か
。

町
長
　
ま
っ
た
く
意
識
は
持
っ
て
い
な

い
。

上
下
分
離
方
式
導
入
に
つ
い
て
。

町
長
　
導
入
の
基
本
的
考
え
は
、
一
、

パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
を
潰
さ
ず
に
営
業

を
続
け
て
ゆ
く
事
。
二
、
当
時
の
50
億

円
以
上
あ
っ
た
借
金
を
責
任
を
も
っ
て

町
と
開
発
公
社
が
返
す
こ
と
。
三
、
町

民
の
方
々
と
町
に
と
っ
て
負
担
の
一
番

少
な
い
方
法
を
と
る
こ
と
。
施
設
を
町
、

運
営
を
パ
ノ
ラ
マ
と
し
て
契
約
し
て
い

る
。
メ
リ
ッ
ト
は
施
設
の
減
価
償
却
負

担
が
無
く
な
っ
た
。
町
に
施
設
を
売
却

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
借
金
の
返
済
が
少

な
く
な
っ
た
。
存
続
に
よ
り
地
域
貢
献

が
で
き
た
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
町
に
財

政
負
担
が
掛
か
っ
て
き
た
こ
と
。

町
長
職
と
の
兼
任
は
無
理
が
あ
る

の
で
は
。

町
長
　
適
任
者
が
い
れ
ば
交
代
を
考
え

て
い
る
。

五味 平一　議員

［ 答弁 ］

社員一丸となって地域貢献を目指す

パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
開
設
の
目

的
、
そ
の
精
神
、
会
社
理
念
は
。

町
長
　
ス
キ
ー
場
は
昭
和
62
年
に
、
西

山
地
の
地
域
振
興
策
と
し
て
、
地
元
財

産
区
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
経
済
の
活

性
化
と
発
展
、
地
域
の
生
活
文
化
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
強
い
要
望
に
よ
り

開
設
さ
れ
た
。
目
指
す
会
社
と
し
て
、

一
、
利
益
を
出
せ
る
会
社
に
し
よ
う
。

二
、
お
客
さ
ま
に
満
足
し
て
も
ら
え
る

会
社
に
し
よ
う
。
三
、
地
域
貢
献
で
き

る
会
社
に
し
よ
う
。
四
、
社
員
が
幸
せ

に
な
れ
る
会
社
に
し
よ
う
。

経
営
陣
・
最
高
責
任
者
は
、
社
員

教
育
に
つ
い
て
。

町
長
　
理
事
と
監
事
で
最
高
責
任
者
は

理
事
長
で
あ
る
。
毎
月
の
経
営
会
議
、

現
場
の
巡
回
等
に
よ
っ
て
経
営
の
意
思

決
定
と
協
力
体
制
の
推
進
を
図
っ
て
い


